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研究成果の概要（和文）：地域一般住民を対象とした調査により、買い物に行くための基本的な移動手段として
必須である歩行能力の低下に関与するサルコペニアに関連する食事因子として、食事中の炭水化物摂取割合の上
昇、食事量の減少、および歯の本数が少ないことが関連していることを見出した。また、筋肉量低値に低BMIが
関わる可能性が示唆された。今回の研究から、主食、主菜、副菜をバランスよく組み合わせた食事の重要性が示
唆されるとともに、口腔機能の維持による咀嚼能力の保持により食事量の減少を防ぎ、低栄養を予防し適正な
BMIを保持することが、歩行能力に基礎をおく食料品アクセス能力の維持に有効であることを示唆する疫学的知
見を提供した。

研究成果の概要（英文）：By the study on the community-dwelling elderly population, low carbohydrate 
intake, a decrease in the total amount of food, and the reduction in the number of teeth are found 
to relate to sarcopenia causing decline of walking ability which is important on a basic way of 
transportation to go shopping. It was also suggested that low BMI may associate with low muscle 
mass.
   This study suggests the importance of diet combining appropriate staple food, main dish and side 
dish, and also provides epidemiological findings that keeping food intake amount, appropriate BMI, 
and maintenance of masticatory ability are effective to maintaining access ability for food.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
食料品等の買い物は日常生活の基盤であり、地域社会で自立した生活を営む上で不可欠なものである。しかし、
高齢者を中心として食料品等の日常の買い物が不便や困難な状況に置かれている人々（買い物弱者）が数多く発
生している。本研究では、買い物の基本的な移動手段として必須である歩行能力の維持を妨げるサルコペニアの
要因として炭水化物摂取割合の上昇、食事量の減少、および歯の本数が少ないことを見出した。
今回の研究から、主食、主菜、副菜をバランスよく組み合わせた食事の重要性が示唆され、咀嚼能力の保持によ
る食事量の確保や、適正なBMIを維持することが、食料品アクセス能力維持のために重要であることを明らかに
した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 食料品等の買物は日常生活の基盤であり、地域社会で自立した生活を営むうえで不可欠なも

のである。しかし、流通機構の変化や進展する高齢化により、高齢者を中心として食料品等の日

常の買い物が不便、または困難な状態に置かれている人々（買い物弱者）の数が増加し、「食料

品アクセス問題」として社会的な課題となっている。農林水産省は、2015 年の食料品アクセス

困難人口（買い物弱者人口）を全 65 歳以上人口の 24.6%、825 万人と推計しており、2005 年と

の比較では全国で 21.6%増加している１。高齢者にとっての「買い物」とは、単に食材を手に入

れるという目的を果たすことだけでなく、買い物による外出の機会得ることにより他者との会

話の機会を得たり、新しい商品情報に触れたり、さらには身体活動の機会にもなる。このような

買い物を通じた社会とのかかわりは、生活への刺激や気分転換となり、認知症や抑うつ症状を予

防するなど、高齢期を生き生きと過ごすための生活の質（QOL）の維持につながる重要な役割を

担っていると考えられる。 

 申請者らは、身体能力の保持、そのなかでも買い物に行くための基本的な移動手段として必須

である歩行能力を維持することが、食料品アクセス能力の保持につながり、買い物弱者とならな

いために有効であることを見出した 2。高齢者の日常生活機能の低下につながるサルコペニア

は、加齢に伴い筋肉量が減少し、筋力や身体機能が低下している状態を指し、転倒・骨折・

寝たきりなどの原因となるだけではなく、歩行能力を含む身体機能の低下をきたす要因となっ

ている 3。 

身体機能の維持には、食事や栄養素の摂取が重要な役割を担っていると考えられるが、栄

養素摂取とサルコペニアとの関連については、欧米での疫学研究が散見されるものの、欧米

人とは食生活やサルコペニアの診断基準が異なるアジア人を対象とした研究でのエビデン

スは少ない 4。そこから得られるエビデンスを、我が国の高齢者における食料品アクセス問

題への対策として役立てることができる。 
 
２．研究の目的 

（１）高齢者世代における歩行能力の低下に関与するサルコペニアの要因となる食事性因子を

明らかにする。 

（２）地域在住高齢者を対象とした横断的データ、および 4～5年間追跡したデータにもとづき、

筋肉量低下に関与する因子を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

（１）サルコペニアに関連する食事性因子 

   地域一般住民約 200 名に対し、簡易型食事歴法質問票(BDHQ)、アジア人のサルコペニア診

断基準(AWGS)の評価項目（握力、歩行速度、筋肉量測定）、生活習慣調査（歯の本数を含

む）について調査を実施した。サルコペニアの有無により 2群に分け、t検定、カイ 2乗

検定を用いて有意差を検定した。 

（２）筋肉量低下に関与する因子の検討 

地域一般住民約 350 名の四肢骨格筋量(SMI)、110 名の血清を本人同意の上、分析し、DNA

損傷の酸化ストレスマーカーである 8-ヒドロキシーデオキシグアノシン（8-OHdG）値を

測定した。ロジスティック回帰分析、および相関分析により、筋肉量低下に関与する因子

の検討を行った。 

 
 



 

４．研究成果 

（１）サルコペニアに関連する食事性因子 

サルコペニアの対象者では、総エネルギー摂取量を考慮後も炭水化物摂取割合が高値を示し、

歯の本数が少なく、過去 3か月間での食事量が減少したと回答した割合が有意に高かった。ま

た、有意な関連は認められなかったものの、サルコペニアの対象者では、たんぱく質、ビタミ

ン D摂取量が少ない傾向があることが明らかになった。このことから、サルコペニアを予防す

るためには、主菜、副菜を組み合わせてたん

ぱく質、ビタミン Dを確保し、主食の炭水化

物に偏ることなく、バランスのよい食事を摂

取することの重要性が示唆された。また、高

齢者になっても残存歯数を確保し口腔機能を

維持することは、食事をおいしく食べること

にもつながり、食事量の減少を防ぎ、低栄養

を予防するという観点からも重要であると考     図 1 サルコペニアの有無別の 

えられる。                     残存歯数と炭水化物摂取割合の比較                     

（２）筋肉量低下に関与する因子の検討 

筋肉量低値に、年齢とともに低 BMI が関わる    表 1 筋肉量を説明する因子の検討 

可能性が示され、筋肉量を維持するためには、

十分な BMI 保持の必要性が示唆された。4年間

追跡の結果における筋肉量の低下に関与する因

子については、有意な関連はみられなかった。また、地域在住高齢者の筋肉量低値に対する酸

化ストレス（8-OHdG）の関与についても明らかな関連を認めなかった。 

表 2 血清 8-OHdG と各種因子との関係 

 

今回の研究から、主食、主菜、副菜をバランスよく組み合わせた食事の重要性が示唆され

るとともに、口腔機能の維持による咀嚼能力の保持が食事量の確保につながり、さらに適正

な BMIを保持することが、歩行能力に基礎をおく食料品アクセス能力の維持に有効である

ことを示唆する疫学的知見を提供した。 
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